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Ⅱ 令和3年の水稲（もち米）の生育経過について
全道総括編

1 令和3年の気象経過と作柄状況

⑴ 気象経過（名寄市）

図1 令和3年気象図（名寄アメダス）
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⑵ 生育経過と農作業
ア 融雪期から本田耕起
令和3年は豪雪に見舞われた岩見沢方面を除き、少雪と3月の記録的な高温により、各
地の根雪終日は上川（旭川）が4月1日（平年対比早6日）、オホーツク（網走）が3月
29日（早3）と、早期化した。このため、ほ場は概ね順調に乾燥し、耕起作業は平年並～
やや早く行われた（表1）。

表1 令和3年水稲（もち米）生育期節・農作業期節（令和3年農政部農作物生育状況調査より）

※平年に対する遅速、＋は早い、▲は遅い

イ 育苗期から移植期
は種期は4月21日（±0）と平年並に行われ、出芽揃いまでに日数を要した地域も見ら
れたが、出芽期は4月27日（±0）で平年並となった（表1）。
5月1半旬の低温・寡照により苗の生育は一時停滞したが、その後の好天によって、草
丈はやや短いが、葉数は平年並になり、移植時の苗質はほぼ平年並を確保できた。
移植は平年並に始まり、移植期も5月24日（±0）と順調に進んだが、5月6半旬の低
温・寡照により、徒長した苗を移植したほ場や移植の遅れたほ場で植え傷みや退色が見ら
れた。

ウ 活着期から幼穂形成期 ～初期生育は良好、幼穂形成期はやや早まる
6月以降、好天となり、活着までやや日数がかかった地域もあったが、活着期は5月30
日（遅1）、分げつ始は6月8日（±0）と平年並に推移した。6月後半も多照傾向の中
で分げつは順調に発生し、7月1日の㎡当たり茎数は、上川（名寄）で平年比131％、留
萌（北留萌）は平年比154％、オホーツクで平年比114％と多く、初期生育は良好であった
（図2）。
また、幼穂形成期は6月29日（早2）に迎えた。
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図2 水稲（もち米）の茎数・穂数推移
（左上：上川（名寄）、右上：留萌（北留萌）、左下：オホーツク）

※令和3年農政部農作物生育状況調査より

エ 幼穂形成期から出穂期
前歴期間の7月1半旬～7月2半旬は高温
傾向で経過し、冷害危険期を迎えた7月3半
旬以降、さらに気温は上がり、日照時間も上
川（名寄）を除き、平年以上となった（表
2）。花粉の発育不全や受精障害等の発生は
回避された。このため、稔実歩合は平年並を
確保することができた。

表2 前歴期間・冷害危険期の平均気
温・積算日照時間
（令和3年と平年の対比）

※令和3年農政部農作物生育状況調査、気象デー
タは上川が名寄、留萌が遠別、オホーツクが北
見のアメダスデータより算出
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オ 登熟期から成熟期まで
7月4半旬～7月6半旬は記録的な高温、そして多照となり、出穂・開花（出穂期早
4）は順調に進んだ。
8月3半旬の低温・降雨により、登熟は一時緩慢になったが、その後は再び好天が続き、
登熟温度が十分確保され、多照で経過したことから、中後期の登熟は順調に進んだ（表
3）。
その結果、成熟期は9月12日（早8）と早期化し、それに伴い、収穫作業も早まった

（収穫期早9）。

表3 登熟期間の気温・日照時間の令和3年と平年の対比

※生育期節・登熟日数：令和3年農政部農作物生育状況調査、気象データ：上川が名寄、留萌が
遠別、オホーツクが北見のアメダスデータより算出

収量構成要素・決定要素を見ると、地域による傾向は異なるものの、㎡当たり穂数、一
穂 数が平年以上に確保され、稔実歩合は平年並であった。そのため、㎡当たり稔実総
数が上川（名寄）で平年比113％、留萌（北留萌）で平年比125％、オホーツクで平年比108％
と多くなり、かつ、登熟歩合は平年並、千粒重は平年以上に確保され、高収量につながっ
た（図3）。
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（令和3年農政部農作物生育状況調査）
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2 作 柄 の 概 要

⑴ 水稲作柄
令和3年産の北海道米の作柄は、北海道農政事務所公表（令和3年12月8日）による全道
の10ａ当たり平均収量は570㎏（ふるい目1．90㎜）、作況指数108（良）となり、もち米団地
のある各地域とも「良」となった（4ページの図1）。

⑵ 品 質
品質は、農林水産省公表「米の農産物検査結果（11月30日現在）」による水稲もち米玄米

の一等米率95．2％と高い品質を確保している（図5）。一部、胴割粒、茶米等が発生し、色
彩選別機等による調製対応が必要な場面も見られた。
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（Ｒ3の数値は令和3年11月30日現在の公表値）
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3 令和3年産もち米の特徴

⑴ 初期茎数は十分に確保、遅発分げつ少なく、穂揃い良好に
6月後半の好天、特に多照により、分
げつの発生は促され、7月1日の茎数は
全道平均で平年対比132％と多く、早期
に穂数につながる茎数が確保された。ま
た、最高分げつ期が平年では止葉期を過
ぎて迎えている（8月1日最多）が、昨
年は止葉期（7月15日）に茎数最多とな
り、その後茎数は減少したことから、穂
数がやや多くとも、遅れ穂が少なく、穂
揃いの良い稲になり、良好な登熟につな
がった（図6）。

⑵ 登熟温度を十分確保、特に日照を多く確保
出穂期（4日）がやや早まったうえに、登熟期間は高温傾向となった。このため、出穂後

40日の積算温度は、各地で800℃を超える高温登熟年となり（図7）、1日当たりの日照時間
も4時間以上を確保（北海道の米づくり（2001年版））できた（図8）。これらの好条件によ
り、㎡当たり稔実 数が全道平均で平年対比114％と過剰傾向を示したにも関わらず登熟歩
合および千粒重が平年並以上に確保されたため、増収につながった。
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図7 出穂期後40日積算気温
（令和3年と平年の対比）

※令和3年農政部農作物生育状況調査、気象デー
タは上川が名寄、留萌が遠別、オホーツクが北
見のアメダスデータより算出

図8 登熟期間の1日当り日照時間
（令和3年、2年と平年の対比）

※令和3年農政部農作物生育状況調査、気象デー
タは上川が名寄、留萌が遠別、オホーツクが北
見のアメダスデータより算出

図6 水稲（もち米）の茎数・穂数の推移
（全道加重平均）

※令和3年農政部農作物生育状況調査
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4 令和4年に向けて

登熟の良い（＝穂揃い良好）稲を育てるためには、幼穂形成期時に穂数に相当する茎数を
確保し、かつ、遅れ穂につながる遅発分げつを抑えることが肝要である。そのためには、初
期生育を促す、①ほ場づくり、②苗づくり、③土壌・生育量に応じた施肥設計が重要となる。
⑴ 6月の分げつ発生を促すほ場づくり
適度な減水深（1．5～2．0㎝／日）を保ち、畦や水尻の漏水が無く、しっかり止水ができる。
この様なほ場づくりを進めるためには、①3月の融雪材（ケイ酸質資材）散布を始め、②融
雪後の溝切り、③心土破砕の施工、④適切な土壌水分を見極めての畦塗り等を進める。

⑵ 活着を促し、早期異常出穂を抑える苗づくり
活着が早い苗は、第一に草丈が適正（成苗は10～13㎝）であり、早期異常出穂を抑えるに
も、苗の草丈を13㎝以下に抑えることは有効である。そのためには、2．5葉以降、25℃を超
えないハウス温度管理を行う。近年、5月中～下旬は高温傾向になりやすいため、育苗日数
を30日程度とし、植え終わりは5月25日頃を目標とする育苗計画を組み立てる。

⑶ 土壌・生育量に応じた施肥設計
北海道施肥ガイド2020を参考に、土壌診断（窒素肥沃度）に応じた窒素施肥量を確認し、
過去の生育・収量・品質の実績を照らし合わせながら、施肥設計を進める。

また、移植後の本田における総合的な技術対策については、「水稲うるち米生育経過と本
年の取り組み」の項もご一読頂き、できることから取り組み、令和4年産も良質なもち米生
産に努めていただきたい。
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